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農業の成長産業化のためには、次代を担う競争力ある担い手

の確保・育成が不可欠であり、そのためには、個々の農業者の

経営能力や将来性を見極めて、その成長発展に必要な取組を資

金面から強力に支援することが必要です。 

そこで、日本政策金融公庫農林水産事業では、農業を営んで

いる皆さまの事業性に重点を置いた新たな融資スキーム（事業

性評価融資）を構築し、新たな事業分野への進出や規模拡大な

ど経営展開の節目となる取組を資金面で支援いたします。 

 

□ 「事業性評価」って何ですか？ 

金融機関が現時点での財務データや保証・担保にとらわれず、企業

訪問や経営相談等を通じて情報を収集し、事業の内容や成長可能性な

どを適切に評価することです。～「円滑な資金供給の促進に向けて」（平成27年７月金融庁）より～ 

なお、事業性の評価は、通常の審査に加えて実施するもので、事業

性の評価結果のみで、融資の可否を判断するものではありません。 
 

□ 事業性評価融資を受けるためにはどうすればよいですか？ 

事業性を評価させていただくため、資金の借り入れのご相談時に、

経営理念、経営の強み・弱み、目指す経営の姿及び経営戦略を記入し

た「経営ビジョンシート」を提出していただく必要があります。 

また、公庫が行った事業性の評価結果をもとに、経営課題に対する

解決策の検討や今後の経営戦略、具体的な行動計画等を「経営発展プ

ラン」にまとめていただきます（手続きは最終面をご覧ください）。 

◇資金ごとに対象者・使途などの要件がございます。詳細は最寄りの公庫支店

（農林水産事業）までお問い合わせください。 

 

 

  

事業性評価融資について 
－経営ビジョンシート作成の手引き－ 
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○経営ビジョンシートの記入のポイント 
 

≪経営ビジョンシート作成の目的≫ 
自らの経営でどのような「強み」を持っているのか、または「弱み」（課題）は何

なのか、まずは自己の経営を“知る”ことが必要です。そして認識した自らの経営を

踏まえ、将来ビジョンを設定し、そのビジョン実現するための具体的な経営戦略・事

業計画を作成することが経営ビジョンシート作成の目的です。 
 

Ⅰ 経営理念・経営の「強み」・「弱み」の記入ポイント 
 

現時点で、明文化した経営理念

を定めていない場合は、経営にお

いて大切にしている考え方などを

記入する。 

創業の経緯や企業名（屋号）な

どの由来などから導き出すことも

一つの方法。 

「強み」には、自分の生産した農産物や

加工品などが顧客に「なぜ選ばれているの

か」という観点で記入。 

また、他者とはどのような違いがある

か、自らの経営にしかできないことは何か

という点を掘り下げて検討する。 

「弱み」は、ただ抽出するだけ

でなく、克服できる課題（弱み）

か、困難な課題かを検証して記入

する。 

また、自己の成功を阻害する要

因や他社に劣っている事柄は何か

という点を掘り下げて検討する。 
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(CIF               ) 

「ビジョン」には、自らの経営を将来どの

ような経営にしたいか、目指すべき経営を、

経営理念や自らの経営の「強み」「弱み」を

踏まえて記入する。 

 

「将来ビジョン」を達成するために

は、どのような取り組みが必要なのか

を検討し、その結果を記入する。 

 

取組事項の担当者（責任者）を記入する。 

 

 

取組事項を開始する時期と、

いつまでにビジョンを達成する

のか、目標時期を記入する。 

Ⅱ 将来ビジョン・経営戦略・今回の事業概要の記入ポイント 
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□ 実際の手続きはどうすればよいのですか？ 

 

□ 経営理念って必要ですか？ 

経営理念とは、自らの経営が存在する意義や使命を現したもので、

どのような経営姿勢を貫くかという基本的なスタンスであり、価値判

断の基準となるべきものです。 

価値判断の基準がないと、判断に迷いが生じた際に、何も決めるこ

とができなくなります。今後の経営戦略の定める際にも経営理念に立

ち返って検討することが重要です。 

経営が成長・発展するためには、経営の目的そのものである経営理

念と、将来の明確なビジョンが必要不可欠になります。現時点で、明

文化した経営理念を定めていない場合は、経営において大切にしてい

る考え方などからこの機会に経営理念（モットー）を考えてみてくだ

さい。 

• ご相談時に既存資料（農業経営改善計画、決算
書等）を持参してください。また、経営ビジョ
ンシートの作成について、打合せを行います。 

①ご相談 

• 自己の経営を改めて振り返り、強みと弱みを把
握したうえで、経営ビジョンシートを作成して
ください。 

②経営ビジョン 

 シートの作成 

• 提出時に面談を行い、経営ビジョンシートの内
容について、説明していただきます。 

③経営ビジョン 

 シートの提出 

• 経営ビジョンシート等をもとに、本店（営業推
進部）で事業性の評価を行います。 

• なお、通常の審査も並行して実施します。 
④事業性の評価 

• 事業性の評価結果を「事業性評価書」に取りま
とめ、フィードバックします。 

⑤結果のフィード 

 バック 

• 事業性評価書を踏まえ、今後の経営戦略と戦略
実施上の課題、具体的な行動計画を公庫と一緒
に検討し「経営発展プラン」に取りまとめます。 

⑥経営発展プラン 

 の作成 

• 作成した「経営発展プラン」は、借入申込書と
一緒に提出します。 

⑦借入申込書の 

 提出 

• 融資決定、金銭消費貸借契約を締結します。                
注：『事業性評価融資』は通常の審査に加えて実施するもので、経営発
展プランと通常の融資審査の結果を踏まえて、融資の可否を判断いたし
ます。 

⑧融資決定・ 

 契約の締結 


